
　

町
で
は
、
次
の
通
り
保
健
師
（
ま
た
は

看
護
師
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
臨
時
保
健
師
（
ま
た
は
看

護
師
）
１
名

【
仕
事
内
容
】
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

（
高
齢
者
の
相
談
支
援
や
訪
問
な
ど
）

【
勤
務
時
間
】
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

【
応
募
条
件
】
保
健
師
ま
た
は
正
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
方

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
・
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
保

健
師
免
許
の
写
し
ま
た
は
、
看
護
師
免
許

の
写
し

【
応
募
締
切
】
平
成
26
年
３
月
20
日
㈭

【
任
用
予
定
】
平
成
26
年
５
月
７
日

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
福
祉
支

援
課
包
括
支
援
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
６

　

町
で
は
、
町
営
富
士
見
住
宅
、
町
有
住

宅
市
川
団
地
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
町
営
富
士
見
住
宅
（
富
士
見
地
区
）

【
募
集
戸
数
】
３
Ｄ
Ｋ
（
１
戸
）

【
建
築
年
】
平
成
18
年

【
家
賃
】前
年
の
所
得
を
基
に
計
算（
参
考
）

２
２
，
８
０
０
円
～
６
０
，
４
０
０
円

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
▽
現
在
、
他
の
公
営

住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

■
町
有
住
宅
市
川
団
地
（
富
士
見
地
区
）

【
募
集
戸
数
】
２
Ｋ
（
１
戸
）

【
建
築
年
】
昭
和
47
年

【
家
賃
】
月
額
１
５
，
０
０
０
円

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
独
立
の
生

計
を
営
む
方
な
ど

【
募
集
期
間
】
３
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮
（
平

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～

５
時
）
※
入
居
は
４
月
上
旬
か
ら

【
申
込
方
法
】
必
要
書
類
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
ま
た
は
申
し
込
み
事
情
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
建
設
課
ま
で

持
参
し
て
下
さ
い
。

【
選
考
方
法
】
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
等
の
規
定
に
よ
る

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
建
設

課
町
営
住
宅
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
０

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基
準
関
係

法
令
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
場
に

立
入
り
、
事
業
主
に
法
に
定
め
る
基
準
を

遵
守
さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の
向

上
を
図
り
、
ま
た
、
不
幸
に
し
て
労
働
災

害
に
あ
わ
れ
た
方
に
対
す
る
労
災
補
償
の

業
務
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
厚
生
労

働
省
の
専
門
職
員
で
す
。

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、
毎
年
、
人
事
院
・

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
「
労
働
基
準
監

督
官
採
用
試
験
」
の
合
格
者
か
ら
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

採
用
予
定
者
数
は
、
労
働
基
準
監
督
官

Ａ
（
法
文
系
）
約
１
６
０
名
、
労
働
基
準

監
督
官
Ｂ
（
理
工
系
）
約
４
０
名
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
４
月
１
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
４
月
14
日
㈪
（
受
信
有
効
）
ま
で
、

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
申
し
込
み
専

用
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l

）
で
受
験
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み
も
可

能
で
す
が
、
受
付
期
間
は
４
月
１
日
㈫
及

び
４
月
２
日
㈬
（
通
信
日
付
印
有
効
）
の

２
日
間
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
い
た

だ
く
か
、
山
梨
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人

事
係
☎
０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
０
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
は
、
山
梨
県
の

産
業
基
盤
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
組
合

や
地
場
産
業
を
よ
り
県
民
の
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
出
展
者
で
あ
る
中
小

企
業
者
に
よ
る
新
た
な
連
携
組
織
を
生
み

出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～

【
場
所
】
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

　

当
日
は
「
入
場
無
料
」
で
、
先
着

２
０
１
４
名
様
へ
の
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
は
じ
め
、
ご
当
地
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
、
や

ま
な
し
の
産
業
や
特
産
品
フ
ェ
ア
や
山
梨

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
☎
０
５
５
（
２
３
７
）
３
２
１
５

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
他
産
業
か
ら

離
転
職
し
て
就
農
を
め
ざ
す
農
業
後
継
者

や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
新
規
参
入
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
「
農
業
科
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
９
カ
月
間
の
果
樹
コ
ー

ス
や
野
菜
コ
ー
ス
で
は
、
栽
培
・
経
営
に

関
す
る
講
義
や
ほ
場
実
習
に
よ
り
農
業
経

営
の
基
礎
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
先
進

農
家
な
ど
で
の
農
家
実
習
を
通
し
て
実
際

の
営
農
や
実
践
的
な
技
術
を
学
び
、
農
業

経
営
者
に
必
要
と
な
る
能
力
を
身
に
付
け

ま
す
。（
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
者
に
は
雇
用
保
険
基
本
手
当

インフォメーション・お知らせ

↖

町
臨
時
職
員
募
集

町
福
祉
支
援
課

町
営
住
宅
・
町
有
住
宅
入
居
者
募
集

町
建
設
課

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

厚
生
労
働
省
・
山
梨
労
働
局

耳の日フェスタ 耳の日記念講演会
　日本耳鼻咽喉科学会山梨県地方部会では耳の日
にちなんで「耳の日記念講演会」を開催します。

【日時】平成 26 年３月２日㈰　午後１時開場
【会場】岡島ローヤル会館８階「ゴールドルーム」
【参加費】無料

■記念講演 pm1:30 ～ pm2:20

　人工内耳医療の変遷と最近の話題   講師  東京医科大学病院教授  河野  淳 先生
－赤ちゃんからおじいちゃん・おばあちゃんまで：課題とどこまで進んできたか？－

■人工内耳装用者の体験発表 pm2:20 ～ pm2:30

■相談会 pm2:30 ～ pm3:00

問日本耳鼻咽喉科学会山梨県地方部会事務局
☎ 055-273-9765

第
19
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

就
農
希
望
者
の
職
業
訓
練

県
立
農
業
大
学
校
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な
ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

こ
の
ほ
か
、
就
農
を
検
討
し
て
る
他
産

業
従
事
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
休
日
な

ど
を
利
用
し
て
農
作
業
を
体
験
す
る「
就
農

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
立
農
業
大
学
校
研
修

課
☎
０
５
５
１
（
32
）
２
２
６
９

　

県
で
は
、
国
道
１
３
７
号
新
御
坂
ト
ン

ネ
ル
の
天
井
板
を
全
面
通
行
止
め
に
て
撤

去
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
に

つ
き
ま
し
て
は
国
道
３
５
８
号
や
若
彦

路
（
若
彦
ト
ン
ネ
ル
経
由
）
な
ど
へ
の
迂

回
を
お
願
い
し
ま
す
。
道
路
利
用
者
の
皆

さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
26
年
５
月
26
日
㈪
午
前
０

時
か
ら
６
月
30
日
㈪
深
夜
24
時
ま
で
の
36

日
間

【
規
制
場
所
】
富
士
河
口
湖
町
河
口
～
笛

吹
市
御
坂
町
藤
野
木

【
規
制
内
容
】
全
面
通
行
止
め

【
問
い
合
わ
せ
】
県
道
路
管
理
課
☎

０
５
５
（
２
２
３
）
１
６
９
８

　

山
梨
県
障
害
者
相
談
所
で
は
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
に
対
し
、
専
門
職
員
に
よ
る

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
19
日
午
前
10
時
か
ら
正
午

（
原
則
予
約
制
・
当
日
は
受
付
順
）

【
会
場
】
町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室

【
相
談
内
容
】
▽
補
装
具
に
関
す
る
相
談

▽
補
装
具
費
支
給
に
か
か
わ
る
医
学
的
判

定
▽
就
職
に
関
す
る
相
談
▽
そ
の
他

※
18
歳
以
上
で
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
福
祉
支
援
課
福
祉
係

０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６

　

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
少
し
で

も
不
安
の
あ
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。
専

門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
16
日
㈰
～
３
月
17
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野

１
０
０
９
）

【
対
象
児
】
０
歳
児
か
ら
大
学
生

【
相
談
内
容
】
▽
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
▽
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方

▽
生
活
や
学
習
に
つ
い
て
▽
聴
力
測
定
▽

補
聴
器
相
談

【
申
し
込
み
方
法
】
事
前
に
電
話
で
日
時

を
予
約
し
て
下
さ
い
（
締
切
は
３
月
12
日

㈬
午
後
３
時
ま
で
）

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
山
梨
県
立

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚
☎
０
５
５
３
（
22
）

１
３
７
８

　

近
年
、
障
害
者
の
就
労
意
欲
が
高
ま
る

中
、
企
業
に
お
い
て
も
法
令
順
守
や
企
業

の
社
会
的
責
任
に
よ
る
関
心
の
高
ま
り
を

背
景
と
し
て
、
積
極
的
に
障
害
者
雇
用
に

取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
障
害
者
雇
用
を

検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
求

人
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
後
は
業
務
に
適
応
で
き
る

よ
う
職
場
定
着
指
導
や
雇
用
管
理
上
の
配

慮
な
ど
に
つ
い
て
の
助
言
、
各
種
助
成
金

の
ご
案
内
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

相
談
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢

☎
０
５
５
６
（
22
）
８
６
８
９

インフォメーション・お知らせ

障
害
者
雇
用
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の
相
談
会

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊・入校時期

幹
部
候
補
生

一般

22 才以上 26 才未満
[20 才以上 22 才未満の者
は大卒 ]( 含む見込 )

～ 4/25

１次　5/10・11
２次　6/10・13
 海・空飛行要員のみ
３次（海）7/7 ～ 11
　　　（空）7/19 ～ 8/7

１次　5/30
H27 年３月下旬～

４月上旬

20 才以上 28 才未満
で修士課程修了者等
( 含む見込 )

歯科
薬剤科

20 歳以上 30 歳未満
で専門の大卒

（含む見込）※薬剤は 20
歳以上 28 歳未満

１次　5/10
２次　6/10 ～ 13

1 次　5/30
最終　8/1　

医科・歯科
幹部

医師・歯科医師の免
許取得者 ～ 4/25 5/16 8/1 10 月上旬～中旬

予　　備
自衛官補

一般 18 才以上
34 才未満

～ 4/2 4/11 ～ 15
のうち指定される１日 5/16 ７月以降

（教育訓練の開始時期）技能 18 才以上で国家資
格等を有する者

平成 26 年度自衛官募集案内

新
御
坂
ト
ン
ネ
ル
全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

山
梨
県
道
路
管
理
課

　第２回山梨県知事杯ジュニアペア
グラウンド・ゴルフ大会参加者募集　

　県グラウンド・ゴルフ協会では保護者の方と一緒にスポーツの楽しさを
実感してもらおうとジュニアペアグラウンド・ゴルフ大会を開催します。

【日時】平成 26 年５月 25 日㈰　午前８時 45 分開会式
【会場】白根中央公園芝グラウンド
【参加資格】各市町村の代表の小学生と保護者（父母・祖父母・親戚

の大人）のペアであること。
【参加申込期限】平成 26 年３月 31 日㈪

※応募者多数の場合は町の予選会を開催します
【問い合わせ・申し込み】

市川三郷町グラウンド・ゴルフ事務局 ☎ 055-272-3285

問自衛隊南アルプス募集センター ☎ 055-283-5150
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地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係 ☎ 055-272-1102

　今回で 67 回目を迎える町教育委
員会主催の書道展「三珠文殊県下
書道展」には、今年も町内外から
1,234 点の応募がありました。最
高賞の文殊大賞には、甲府昭和高
校２年武井祐香さん（写真）の作
品が選ばれました。

文殊大賞に武井祐香さん
三珠文殊県下書道展

今年も優雅な舞を披露
表門神社一之酉祭典

　表門神社一之酉祭典は、千年余りの歴史を誇り盆
地に春を告げるお祭りとして親しまれています。祭
典では地元の神楽保存会によって「太々神楽十四座」
と呼ばれる神話を題材とした神楽を、また同神社氏
子家庭の小学６年生の女子４人が天皇陛下の御製に
宮内庁楽部が振り付けたといわれる「浦安の舞」を
奉納しました。（写真・左）

六年間の
思い出を込めて

町内小学校６年生卒業制作

　市川小、手漉き和紙の卒業証書作りの様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　六郷小、自分の名前のはんこ彫りの様子　

　　大塚小、条幅作品制作の様子　

　町内の小学校では、６年間の思
い出を込めた卒業制作が行われて
います。六郷小、市川南小では各
自の名前のはんこ（篆刻）を制作
しました。市川小では、地元に伝
わる手漉き和紙の卒業証書づくり
をしました。また、大塚小では自
分で決めた４字の条幅作品を書き
ました。

　市川南小、自分の名前のはんこ彫りの様子
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交通死亡事故ゼロ 1000 日達成
山梨県知事から表彰

正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場
合は、対象からはずさせていた
だきます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　数えれば解るのですが、P8-P9 の
「団員募集」記事に、団員は何人載っ
ている？の答えは②番の「82人」が正
解でした。

　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
金爆うぱーさん、近藤和樹さん、ほっ君

のおばあちゃんさん、引き際が大事さん、

おっちょさん

① チェーン  ② ライン  ③ エリア

ハガキまたはメールで、クイズの答え、
住所、氏名及びペンネーム、年齢、電話
番号、広報の感想や町への意見を書き
〒 409-3601 市 川 三 郷 町 市 川 大 門
1790-3 市川三郷町役場総務課広聴広報
係までご応募下さい。
ims1790
@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）   3 月14 日必着

《問題》

〜ヒントは広報紙の中に〜

　携帯電話向けの災害情報伝達サー
ビスで、配信エリア内で受信機能を
持つ携帯電話に緊急の防災情報をお
知らせするメールは「…」?メール

便便りり

第3号第3号

便り

便

り

便

り第3号第3号

第 10号 社協は、町民の皆様と一緒に地域福祉活動を進めていきます。

町福祉支援課包括支援係 ☎ 055-272-1106
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▲皆で楽しいひとときを過ごしています

問町社会福祉協議会 ☎ 055-272-4179　　　

　 １月号で 900 日達 成 をお伝
えした交 通死亡事故未発生が
1000 日を達成しました。これを
受け２月 12 日、山梨 県知事よ
り表彰を受けました。合併後、
1000 日達 成は２回目で、 平 成
23 年５月 14 日から交通死亡事
故ゼロが続いています。

・ ・

高齢者をねらう悪質商法にご用心
悪質商法被害防止出前講座

　１月 31 日、六郷町民会館にて悪質商法の被害を未然に防ぐため、出
前講座を開催しました。市川三郷町消費生活研究会の『渡る世間は鬼ば
かり』などの紙芝居や、県県民生活センター相談員の広瀬由美子先生
を迎えて『消費者をねらう悪質商法の手口と対処法』と題した講演会を
行いました。

　立春の前日２月３日は節分の日、町内でも多くの節分行事
が行われました。市川保育所にお邪魔すると、自分で作っ
たお面などで扮したかわいい鬼が出迎えてくれました。年齢
毎に交互に「鬼は外、福は内」と元気よく豆まきをしました。
年長さんにカメラを向けると、『ガー !!ワー !!』と元気よく迫っ
てきた１コマ。可愛すぎです！

今
月
の
表
紙
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※貯筋教室日程はイベントカレンダーをご覧下さい

～　予防接種　～

～　離乳食教室　～

～　リリース教室　～～　パパママ学級　～

【日　　時】3/25 ㈫  午前 10 時～正午
　　　　　　　　　　受付は午前９時 30 分～
【場　　所】三珠健康管理センター２階調理室
【対　　象】おおむね妊娠５カ月以上の妊婦、
　　　　　お子さまが生後５カ月未満の方
【持 ち 物】母子健康手帳、エプロン、筆記用具、
　　　　　児のスプーンや容器
※�予約制ですので申し込み問い合わせは3/18 ㈫までにいきい
き健康課子育て支援係までご連絡下さい。

※�託児を希望される方は、申し込み時に「託児希望」とお伝え
下さい。

２種混合
(DT：ジフテリア ･ 破傷風 )

【対  象  者】平成 13 年４月２日～平成 14 年４月１日生（小学６年生）
【接種期間】平成 26 年３月 31 日まで
※�小学校卒業までに接種をお願いいたします！

麻しん風しん
（２期）

【対  象  者】平成 19 年４月２日～平成 20 年４月１日生（年長児）
【接種期間】平成 26 年３月 31 日まで
※�平成 26 年４月１日以降の接種は全額自己負担となります。早めの接種をお願いします！

小児用肺炎球菌
ワクチン

　平成 25年 11 月１日から小児用肺炎球菌ワクチンの定期の予防接種に使用するワク
チンが沈降７価肺炎球菌結合型ワクチンから沈降 13価肺炎球菌結合型ワクチンに変わ
りました。従来よりも多くの肺炎球菌の種類に対して予防効果が期待できると考えられ
ます。11 月 1 日以降、定期予防接種として使用できるのは「沈降 13価肺炎球菌結合型
ワクチン（プレベナー 13）」のみです。現段階での不足回数分については、今後沈降 13
価肺炎球菌結合型ワクチン（プレベナー 13）での接種をお願いします。
＊接種スケジュールにつきましては広報１月号をご覧いただくか、いきいき健康課へご連絡下さい。

子宮頸がん
予防ワクチン

　平成 25 年 6 月 14 日現在、国からの勧告により、子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧
奨は差し控えられています。接種をご希望の方は医師と相談して、ワクチンの効果や有
効性、リスクを理解した上で接種をお願いします。
＊子宮頸がんの予防ワクチンが定期接種の対象であることは変わりませんので、希望する場合
には予防接種を受けることは可能です。

ＢＣＧ（結核） 【対象者】生後１歳に至るまでの間
【標準的な接種期間】生後５～８カ月

日本脳炎

【通常接種の対象者】H19.4.2 以降生まれ 
第Ⅰ期⇒３～４歳（接種対象年齢は６カ月～７歳６カ月未満）
第Ⅱ期⇒９～１３歳未満
【特例の対象者】H7.4.2 ～ H19.4.1 生まれの児 ※特例対象者は不足回数分の定期予防接

種を、20 歳の誕生日の２日前まで公費負担で受けることができます。

【日　　時】３/ ２㈰  午前 10 時～午後１時
受付は午前９時 45 分～

【場　　所】三珠健康管理センター
【内　　容】妊婦体験、フリートーク　他
【持  ち  物】母子健康手帳、父子健康手帳
※�予約制です。いきいき健康課子育て支援係までご連絡下さい。
※�託児を希望される方は、申し込み時に「託児希望」とお伝え
下さい。

【日　　時】3/18 ㈫　午後１時 30 分～
　　　　　　　　　　受付は午後１時 10 分～
【場　　所】三珠健康管理センター
【内　　容】乳児と母親の健康チェック、ベビーマッサージ
【対　　象】出生５カ月までの児とその母親
【持  ち  物】母子健康手帳、バスタオル

～　母親学級　～

■３回目　3/7 ㈮　午後１時 30 分～
　【内容】お産時の呼吸法、お産のリハーサル
■４回目　3/18 ㈫　午後１時 30 分～
　【内容】赤ちゃん用品の準備、子どもの育て方（沐浴など）
●�場所はいずれの回も三珠健康管理センターで行い

ます。動きやすい服装でご参加下さい。
●�持ち物は、母子健康手帳、筆記用具１回目で配布

したテキスト

3
2014
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～　母子健康手帳の発行　～

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。
いきいき健康課☎ 0556-32-2114

■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

～　乳児・幼児健診　～

「認知症」に注目 !!

　織田信長が、『人生 50 年』と本能寺で敦盛
を舞った時代から 400 年が過ぎ、私達の平均
寿命は男性では 79 歳、女性では 86 歳を超え
ています。
　高齢になっても元気で自立した生活ができ
るため、今一番注意が必要なのは認知症です。
　町の介護保険での申請理由の多くが、認知
症に関連し、高齢者虐待の一番の要因にも挙
げられています。私たちは誰しも、住み慣れ
た家で、家族と生活をしたいと望みますが、
認知症が進み、徘徊、昼夜逆転、失禁、被害
妄想等の周辺症状が発生することで家族の負
担が大きくなり、“ 介護施設利用 ” という決
断が必要になることもあります。年を重ねれ
ば物忘れは当たり前と思いがちですが、「認

知症」と「物忘れ」とは違います。「認知症

は脳
・ ・ ・ ・

の病気」ですので、症状に気が付いたら
早めに相談をして下さい。
　相談先としては、まずは主治医の先生に相
談して下さい。最近では「物忘れ外来」の看
板を出している医院もあります。また、役場
地域包括支援センターも相談を受けていま
す。認知症は病気ですので、見きわめと治療
が必要です。早めの治療や生活習慣の見直し
が、周辺症状の改善につながります。
　町では認知症を正しく理解し、認知症の高
齢者や家族を支える人を増やす目的で、“ 認
知症サポーター養成講座 ” を実施しています。
この講座は、受諾者が少人数でどこにでも出
向きます。現在、町内には 1,538 人の認知症
サポーターがいます。
　この講座では認知症にならないための予防
についてもお知らせし
ています。
　私も 60 歳になりま
した。これからは、認
知症になっても安心し
て暮らせるまちづくり
のために、地域で支え
る役目に精進します。

（保健師・青柳世津子）

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】3/４㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 25 年８月、11 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】3/27 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 25 年２月、５月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル

■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川地区の方対象
【とき・場所】3/20 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 22 年 11 月～平成 23 年 1 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、問診票、尿スティック

■六郷地区幼児健診
【とき・場所】3/12 ㈬ 六郷ふれあいセンター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】

　　　１歳６カ月児 ⇨ 平成 24 年６月～８月の出生児
　　　３歳児 ⇨ 平成 22 年 11 月～
　　　　　　　　　　平成 23 年１月の出生児
　　　５歳児 ⇨ 平成 21 年１月～４月１日の出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、問診票、

普段使用の歯ブラシ、尿スティック（３歳児のみ）

【と　　き】3/4 ㈫、3/20 ㈭
【場　　所】三珠健康管理センター１階機能訓練室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
※発行には１時間 30 分程度かかります。　

【持 ち 物】印鑑
※�発行は原則として本人に限ります。
※�上記の日程以外での発行はいきいき健康課のみの
発行になります。日程が合わない場合やお急ぎの方
は子育て支援係までご連絡下さい。

妊婦さんにやさしい環境を
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